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小森 １．３週間工程表の説明  

多和田先生 ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝ墨出作業は 7月 11 日以降にも残作業は残る。  

小森 ⇒その週（7月 14 日～）にﾄﾝﾈﾙ内作業は無いので干渉は無いと思います。  

中尾 ２．全体工程表の説明  

多和田先生 電磁石設置はLTR側から施工するように（LTR→RTLの順で準備している為）  

中尾 ⇒反映します。  

飯田先生 8 月停電日の記載無いが作業は大丈夫か。  

中尾 ⇒3週間工程表には停電期間も明記し、支障の無いようにｽｹｼﾞｭｰﾙします。  

池田先生 
新規のｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸは図面ﾋﾟﾝｸ色部分か？NE 側のﾓﾆﾀｰ用ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸが不足して

いる。 
 

中尾 
⇒ﾋﾟﾝｸ色が新規予定で表記しています。ご指摘の部分は建屋のﾗｯｸで足りる

判断をしたか、見落としか確認します。 
 

KEK 制御室南側のｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸが足りないのでは。  

中尾 ⇒現在 1段なので、ﾌﾟﾗｽ 1 段を計画します。  

飯田先生 LTR-Q1 などの Q電源の盤間は 35mm ではなく、50mm  

中尾 ⇒修正します。  

多和田先生 
中 2階部分、制御室上のｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸのｻﾎﾟｰﾄ方法は？（配管を通す為、干渉し

ないか） 
 

中尾 ⇒中 2階（制御室上）は、吊下げのｻﾎﾟｰﾄで計画しています。（干渉しない）  

菊池先生 SE 貫通部ﾄﾝﾈﾙ側のｹｰﾌﾞﾙ入替が必要。  

中尾 
⇒ﾗｯｸの変更、ｹｰﾌﾞﾙの整線は予定していたが、切断、入替作業は施設にて

実施されますか？ 
 

菊池先生 ⇒入替作業は TS にて実施して下さい。（施設は指導のみ）  
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KEK この会議で出た追加するｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸは図面として出るか。  

中尾 ⇒追加分とﾌﾛｱから立てるｻﾎﾟｰﾄ位置が分かるようにして提出します。  

  断面図もあるので、合せて提出します。  

   

菊池先生 SW の貫通口を使用するﾙｰﾄは新設ﾗｯｸが不足ではないか。  

中尾 ⇒中 2階からのﾙｰﾄもあり、考慮しています。  

   

三増先生 使用申請のあった 200V は、最上流の系統 NFB は投入してある。  

 取出す盤の安全措置が完了後、対象盤の上流 NFB を投入する。（立会）  

小森 ⇒溶接機接続、安全措置の完了するﾀｲﾐﾝｸﾞで連絡します。  

   

KEK 7/11、ﾄﾝﾈﾙ内全域で電波試験を実施します。  

小森 ⇒拝承。  

三増先生 7/14、ｲｴﾛｰﾌｪﾝｽ用のｲﾝﾀｰﾛｯｸ配線作業を予定している。  

小森 ⇒拝承。  

三増先生 ｲｴﾛｰﾌｪﾝｽから Linac 側は、管理区域の一時解除措置を行い、周辺監視区域  

 扱いとする。正規には立入り毎に指名の記入が必要であるが、放管と  

 協議し、作業計画書の申請で不要とする。  
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